
生活習慣病
・肝機能障害
・糖尿病
・がん

アルコールによる関連問題
・事故やトラブル
・暴力
・アルコール依存症

その他
・胎児性アルコール症候群や発育障害
（妊婦の飲酒による）

生活習慣病のリスクを高める量（１日当たりの純アルコール量）は

＜問合せ先＞ 射水市保健センター ☎0766-52-7070

お酒の飲みすぎは…

30種類以上の病気の原因
200種類以上の病気と関連

（世界保健機関 WHO による報告）

増加傾向

お酒は「百薬の長」と言われていましたが、「飲酒量が少ないほど、飲酒によるリスクが少なくなる」
という報告もあり、一人ひとりが健康に配慮した飲み方をすることが重要とされています。
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topic

生活習慣病のリスクを高める飲酒をしている人

飲酒による健康リスク等

※お酒の影響の受けやすさは、年齢（若者や高齢者）や性別（女性）によって異なります。
※飲酒する習慣のない人は無理な飲酒をせず、体質的にお酒を受け付けられない人は、飲酒を避けましょう。

生活習慣病のリスクを高めない量を心がけ、
週に１～２日は飲酒をしない日をつくることが大切です

３

Let’s ﾄﾗｲ！IMIZUSHI健康８ ∼８つの行動目標で健康寿命をのばそう∼

男性
女性

15.1％
9.2％

妊娠中は禁酒！

純アルコール量２０g(1合)とは

男性 ４０g以上(日本酒換算で２合以上）女性２０g以上(日本酒換算で１合以上）

射水市

自分が飲んだお酒の種類
を選ぶと、簡単に飲酒量
（純アルコール量）を確認で
きます

厚生労働省
飲酒チェックツール
（アルコールウォッチ）

アルコール量（ｇ）の計算式 お酒の量（ｍｌ）×［アルコール度数（％）÷１００］×0.8

お酒の飲みすぎは
全身に影響あり！


